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手書き日本語

活字日本語

手書きマーク

知識処理機能

画像編集・管理機能

認識可能な帳票の仕様

接続可能なイメージスキャナ

動作環境

OCR導入支援サービス（有償）について

文字認識機能

 32bit版TWAINドライバを備えているもの
読み取った画像に、ゆがみ、かすれ、つぶれの少ないもの
ADF機構を持つものを推奨

FUJITSU fiシリーズ、EPSON ESシリーズ、Canon DRシリーズ、Panasonic KVシリーズ、
富士ゼロックス DocuCentreシリーズ/ApeosPortシリーズ など

認識結果：CSV形式またはACCESS（97/2000）形式
　　　　 （コンポーネントキット使用時は、CSV形式またはXML形式）
部分イメージの切り出し結果：BMP形式 （ソフトウェア部品使用時は、BMP形式またはTIFF形式）

出力形式

Microsoft、Windows、Windows Vista、Visual Basic、およびVisual C++は米国Microsoft Corporationの米国およびその他の
国における登録商標です。 Pentiumは米国インテル社の登録商標です。 
DynaEyeは株式会社ＰＦＵの日本国内における登録商標です。 その他、一般製品名、社名は各社の商標または登録商標です。

下記サービス内容をご用意して、お客様が安心してDynaEyeを導入できるようご支援
いたします。
「帳票設計サービス」「導入教育サービス」「業務アプリケーション作成サービス」
「書式定義作成サービス」「セットアップサービス」「個別運用支援サービス」

お問い合わせ先 ： 株式会社 富士通コンピュータテクノロジーズ  

電話 ： 044-754-2429　
受付時間 ： 9：00～12：00、13：00～17：00（土日祝日を除く）

手書きANKS（英数カナ記号）

活字ANKS（英数カナ記号）

文字認識機能

固定ピッチ、フリーピッチ（数字、英字に限定）文字ピッチ

文字サイズ

文字種

数字 10字種：0～9
英字 26字種：A～Z（大文字）
記号 8字種 : + − * / . , = ¥

固定ピッチ

OCR-Bフォント（JIS X9001サイズI）
MS明朝・MSゴシックフォント（12～14ポイント）

文字ピッチ

字形・文字サイズ

文字種

文字種

文字ピッチ 固定ピッチ、プロポーショナルピッチ

明朝体、ゴシック体（10～14ポイント）字形・文字サイズ

住所辞書 単語数：約540,000語

氏名辞書 単語数：約210,000語

個人辞書 単語数：約65,000語 （一単語あたり読み：60字、登録単語：30字）

編集・装飾

印刷色 黒色、濃色、またはドロップアウトカラー

用紙の大きさ 最大A3判 （使用するスキャナの対応サイズに依存)

用紙の厚さ 使用するスキャナの仕様に依存

文字枠
【例】

マーク部分 【例】

男 ・ 女        東京  　大阪   　福岡

フィールド数 最大960フィールド （文字、マークおよびイメージフィールドの合計）

対応OS

CPU

Microsoft®Windows®2000 Professional、
32ビット版 Microsoft®Windows®XP Professional / Home Edition、
32ビット版 Microsoft®Windows Vista® の日本語版いずれか

Windows®2000：128MB以上
Windows®XP：256MB以上
Windows Vista®：512MB以上

搭載メモリ

ディスク容量

文字種 合計 3,828字種

文字ピッチ

文字サイズ

固定ピッチ、フリーピッチ（住所、氏名に限定）

7～20mm（200、240dpi の画像の場合の文字の高さ）
7～10mm（300、400dpi の画像の場合の文字の高さ）

5～20mm（200、240dpi の画像の場合の文字の高さ）
5～10mm（300、400dpi の画像の場合の文字の高さ）

数字 10字種：0～9
英字 26字種：A～Z（大文字）
カナ 51字種：ア～ン 「」−  ゙゜
記号 24字種

JIS第一水準 2,965字種
JIS第二水準など 646字種（氏名などに多用される字種）
非漢字 217字種

JIS第一水準 全角 2,965字種
非漢字 全角 349字種、半角 155字種

拡大／縮小、回転、付箋付け、マーカー、直線描画、自由線描画など

傾き補正・ゴミ取り スキャナ入力時のイメージ傾き補正、微小なゴミ画像の除去

検 索 付箋に記入された文字列、イメージの表題文字列による検索

連 携 外部のイメージ処理アプリケーションとの連携

バーチャルスタッカ 認識結果を利用したイメージの分類

画像入力機能 スキャナ入力
ファイル入力 （BMP、TIFF形式の外部ファイルの読み込みが可能）

帳票認識可能なイメージデータの形式
画像タイプ

圧縮形式

画素密度 200、240、300、400 dpi

BMP形式：非圧縮
TIFF形式：非圧縮、G3圧縮、G4圧縮

帳票方向自動認識機能 正立、90、180、270度の4方向

白黒二値（BMP/TIFF）

一文字枠、はしご枠、表形式枠などに加えて、以下に例示する様々な形式の枠が
使用可能

150MB以上
 参考）データ格納用にA4/200dpiの原稿１枚あたり約 50KB必要

Pentium®III 500MHz以上

一文字枠、はしご枠、表形式枠などに加えて、プレプリント上に上書きされた
マークの認識も可能

       
DynaEye Pro V5.0 税込価格 207,900円

［税別 198,000円］

高 低

製品情報をインターネットで提供しております

イメージング サービス＆サポートセンター

E-Mail：dynaeye@pfu.fujitsu.com
東京本社 〒212-8563 川崎市幸区堀川町580番地（ソリッドスクエア東館）

注) 同一フィールドの数字、英字、記号の混在は、画素密度200dpiのみ使用可能。
MS明朝、MSゴシックでは、0（ゼロ）とO（オー）は区別できません。

注) 読取速度は、スキャナの性能および用紙サイズ、記入文字数、帳票レイアウトに依存します。
スキャナの性能、仕様については、各社にお問い合わせ下さい。

書式定義で指定した範囲内に付けられたマークの有無を判定
文字枠内マーク、プレプリント上への上書きマークにも対応

千 百 十 円

年 月 日

本ソフトウェアの仕様

簡単操作で今すぐできる

様々な帳票を楽々入力



�-6130

DynaEye Pro

�-6770 �-5900C

高精度な読み取りエンジンを備えた、手軽に導入できる多機能OCR

今すぐ始められる帳票OCRソフトウェアです

書式定義画面の例

ワープロで作成した簡易帳票の例

一般帳票の例

既存帳票をそのまま活用
特別なスキルは一切不要の簡単操作により、取引先の伝票や
ワープロで作成した簡易帳票などをそのまま活用することが
できます。※
また、枠やガイド文字、読み取り位置などの制限が少なく、帳票
デザインの自由度の高さも持っています。

らくらく書式定義
帳票をバッチ入力させる前に行う書式定義を、読み取った未記
入帳票イメージを使って簡単に設定することができます。
従来、定規やインチ換算表を使って作成していた作業が、わず
かな時間で完了します。

多くのスキャナに対応
TWAINドライバに対応した多くのスキャナを活用することが
できます。 お手元にパソコンとスキャナがあれば、すぐに帳票
OCR を始めることが可能です。 また複数のスキャナを、用途
に応じて使い分けることもできます。

スキャナが FUJITSU fiシリーズの場合、以下の機能も利用す
ることができます。※1

住所辞書による知識処理の例

フリガナ（カナ）

手書き文字

認識結果

候補を列挙

氏名（漢字）

氏名辞書による知識処理の例

さまざまな文字種に対応
手書き文字（数字／漢字／ひらがな／カタカナ／記号／マー
ク）、活字OCR-Bフォント、活字日本語など、さまざまな文字種
に対応し、高精度に読み取ります。

知識処理
住所辞書・氏名辞書を利用した知識処理により、誤認識しやす
い手書き文字をより高精度に読み取ります。 フリーピッチ入力
にも対応しており、住所や氏名は文字枠のない記入欄でも読
み取ることができます。 社名や商品名などの固有名詞は、個人
辞書に登録することにより誤認識を防ぎます。

優れた判断・訂正機能が住所・氏名の認識精度を高めます

DynaEyeコンポーネントキット
DynaEyeコンポーネントキットは、Microsoft® Visual Basic®でOCRアプリケーションを開発するための ActiveX
コントロール集です。 開発言語として、Microsoft® Visual Basic® 6.0 / .NET 2003 / 2005をサポートしています。

機能拡張ソフトウェア部品として、DynaEyeコンポーネントキット、DynaEye関数、DynaEye部品を提供します。
OCRシステムの構築、業務パッケージへのOCR機能組み込みに最適です。

DynaEye関数
DynaEye関数は、スキャナ入力、帳票認識、修正画面、データ出力、修正ファイルアクセスの機能を、C言語から呼び出し可能な
関数（DLL）として提供します。
開発言語として、Microsoft® Visual C++® 6.0 / .NET 2003 / 2005をサポートしています。

DynaEye部品
DynaEye部品は、スキャナ入力、帳票認識、修正画面、データ出力の４つの機能を、単体で動作可能なアプリケーションにした
ものです。 複雑なプログラミングを行うことなく、容易にOCRシステムの構築が可能です。 

　※これらのソフトウェア部品は、「DynaEye Pro」のパッケージに同梱されています。
　※開発したアプリケーションは自由に販売できます。 ただし、DynaEyeコンポーネント、ランタイムは配布できません（１クライアント毎に購入が必要です）。

スキャナコントロール
TWAIN 対応のスキャナを制御してイメージを読み取りま
す。 パラメータをプリセットして、ダイアログの非表示も可
能です（FUJITSU fiシリーズのみ）。

文字認識コントロール
書式定義にしたがってイメージデータを認識し、認識結果
をデータ化します。

認識結果変換コントロール
認識結果をCSV形式、あるいは XML形式に変換出力
します。

ドロップアウトカラー（OCR専用帳票）
黒枠帳票に加え、従来のドロップアウトカラー帳票（OCR専用帳票）
にも対応します。※2

ナンバリング機能（オプション）
読み取った後の帳票に対し、ナンバリング印字します。

修正画面関連コントロール
認識結果の表示・修正を支援する４つのコントロールです。
画面上に自由に配置して、用途に合った修正画面を構築で
きます。

・認識結果管理コントロール
・文字修正コントロール
・マーク修正コントロール
・イメージ表示コントロール

手書き文字も活字も高い精度で読み取ります

ソフトウェア部品によりOCRシステムの構築・組み込みができます

東束都千代田区丸の内

東京都千代田区丸の内

字形判断

字形判断
字形判断

手書き文字

認識結果 知識処理

知識処理（漢字とカナのつきあわせ）

1.如藤 2.加藤

藤加 カ ト ウ

※1　一部対応していない機種もありますので、詳しくは製品ホームページ等
　　　でご確認下さい。

※2　A3対応モデルの場合でも、ドロップアウトカラー帳票の最大サイズは
　　　B4となります。

※認識精度を高めるため、帳票の一部に変更が必要な場合があります。

住所辞書を利用すること
で「千代田区」、「丸の内」
から「東束都」は誤認識と
判断、「東京都」に訂正

1.カトウ 加藤、加東、嘉藤

2.アトウ 阿藤、阿東


